
①まず、メリットとデメリットに

わける。

②メリットの中で、同じカテゴリ

ーのものをグループ化してタイ

トルをつける。

③デメリットについても同様にグ

ループ化しタイトルをつける。

④「メリットを最大化する」ある

いは「デメリットを最小化する」

ために、何をしたらいいか、何

が必要か、何があったらいい

か、等について方策を考える。

⑤模造紙に書き込む

→プレゼンのポスター作成
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合言葉は「クリシン！」（高１：第２回 ＣＴＰ）

クリティカル・シンキングを身につけよう

↑ 第 13グループの発表 ↑第 16グループの発表 ↑第 5グループの発表

２０１７年４月２０日（木）、６限目のＣＴＰと７限目の総学を使って、第２回ＣＴＰを実施しまし
た。Critical Thinking は、「批判的思考」と訳されていますが、それは他人を批判したり、けち
をつけたりする手段ではありません。自分自身の考え（常識）を疑い、様々な根拠や証拠（エビデン
ス evidence）をもとに、あらゆる角度から考え、答えに近づいていく思考法です。今回は、最も身近
な常識を疑うことにチャレンジしました。その常識とは？

＜方法＞
(1) ブレインストーミング (2) *KJ法による整理と提言の作成 ３０分間

*ＫＪ法：集まった情報をカードを使ってまとめていく方法（↓模造紙）

SGHって、なんかスゴイらしいけど(=常識)、どんなメリット(期待)があるの？ デメリット(不安)は？
↓

☆メリットを最大化、デメリットを最小化させる方策を提言せよ

①８人が模造紙を囲んで座る。
②進行役を決める

③順番に、メリットまたはデメリ
ットを書いた付箋紙を模造紙に
貼る。 (平凡、つまらないので
はという考えを捨てよう。質よ

り量！）これを３周する。



(3) 発表 ～ 今回は時間の関係で３つのグループに発表してもらいました。（各５分程度）

＜他の班のポスター＞

＜主な感想等＞
・8 人がそれぞれ意見を持っていて、自分が思いつかないことや、自分と同じ意見の人と話すことなど、
考えを広げ、ともに深めることができた、とてもよい時間になりました！！

・今まで話をしたことがなかった人との意見交流で自分では思いつかない案を聞くことができ、新鮮だった。

・一日で話し合い、まとめ、発表するという体験は初めてだったので、楽しかった。

・これからもクラスの垣根を超え、いろいろな人と意見交換してみたい。
・仲間と深く意見を交わし合うことの難しさと楽しさを味わうことができた。
・知らなかった人にも意見、
きちんと反論、提案ができ、
今までにない良い時間だっ
た。

・一人 3 枚ではなく、たくさ
んの案を出すことができ
た。

○ 13グループのﾒﾝﾊﾞｰ
・齋藤、松島、松澤、佐々木

・増山、本田、橿渕、岡部

○メリット…視野が広がる、英語力

○デメリット…期待過多

★提言：時間有効活用能力を高め、
将来につなげる研究をしていく！

○ 16グループのﾒﾝﾊﾞｰ
・神林、三木、亀山、松澤

・三田、八下田、篠崎、清水

○メリット…SGUの大学との連携

○デメリット…「交流不足」

★提言：地域社会・他のSGH校と
の全員参加型の取り組みを開く！

○５グループのﾒﾝﾊﾞｰ

・渋江、高橋、長島、中田、

・飯田、稲原、岩﨑、岡田

○メリット…プレゼン、クリシン

○デメリット…負担増、強制

★提言：デメリットもうまく組み
合わせることで生かすことができる

左はベスト・ポスター賞！
（第6グループ）

SGHという太陽のエネルギーをも

とに、デメリットも栄養にしてメリ

ットの花を咲かすことができる。

右はベスト・クオンティティ賞！
（第7グループ）

「質より量」がポイントのＫＪ法
において、8人で72枚ものアイデア
を生産しました！


